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1. 被服構成（洋裁）の単位数の少ない 学校ではい か

に して時間内で処理するかを工夫することが問題とされ

てい る。で きれば仮縫の時間を省い て，しか も簡単な細

目が製作できる様な原型を作図し たい と考えてこの実験

に着手し た。

2. 衣服は肩で着るとい われるほど衣服の適合性は肩

部形態 と密接な関係をもっている。本研究は，まず従来

使 われているＳ式原型を展開して型紙を作り，それを綿

布で縫合仮縫した結果を基 として新しい原型 を 想 定 し

た。そして製図時における肩部角度と縫合仮縫 補正した

結果の肩部角度 との比較を行なった。

a ）被験者：短大生180 名。Ｓ式原型 を展開して型紙

を作図し た。これを綿布で縫合仮縫補正 をしてNP,    S

Ｐの移動状況 を調べ た。

ｂ ）被験者:93 名 。ａ の結果か らＮＰ を移動 させSP

を計測 によっ て決 め，展 開の手間 を省いて新しい原型 を

作図す るこ とができ た。そ れを縫合仮縫補正し た。前後

肩部角度を計 りこれ と胸囲，体型別，肩の厚み等 との関

係を考 察し たが，いずれ も無相関であっ た。

ｃ）被験者163 名をｂ の方法 で実験し た。製図時 にお

け る角度 と補正後 の角度 とを照合した結果許容角度を ４

度 とし たとき70％ が変動なしであっ た。

3.    S 式原型に よっ て展開す るよりも計測に よって作

図し た方 がより簡単 であ り，補正 の変動 も少な く，体長

の凹凸 もよりよく含む結果 となっ た。


